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01 白糠町の地勢 

北海道の東、釧路市と十勝に隣
接した釧路総合振興局の南西
部に位置し、阿寒富士を頂点に
した山林と丘陵地が連なり、南
は太平洋に面しています。 
一次産業を基幹とした773.13ｋ
㎡（東西38.6km、南北50.5km）を
有する広大で自然豊かな町で
す。 
海岸沿いに白糠市街地、西庶
路及び庶路市街地が形成され、
住宅が密集しており、各市街地
から伸びる三つの大きな沢に住
宅が点在しています。 
１月末の住民基本台帳の数字
では、4,158戸、8,024人。（男
3,754人、4,270人） 
平成27年度末で65歳以上の高
齢者は37.5%となっています。 

紫蘇焼酎鍛高譚のふるさと。冷涼で日照時間も長く、豊かな水産資源、農畜産と加工、再生エネルギーの拠点！ 
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02 白糠町の災害（河川氾濫/土砂災害） 

平成24年10月には24時間解析量200㎜、最大時
間雨量50㎜超が２回降り、床上、床下浸水の被害
をはじめ、国道38号、ＪＲ根室本線が土石流等で
通行止めとなりました。 

我が町は、災害の多いマチです。昭和27年からの災害記録104件のうち、大雨と台風の
被害は70件を数えます。 
総雨量100㎜、時間当たりでも降雨が30㎜を超えると河川氾濫により床上浸水や土砂
災害が毎年のように発生していました。 
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03 白糠町の災害（土砂災害警戒区域） 

総面積の８３％が林野で、平地が少
なく、住宅には山が迫り４３カ所の
土砂災害危険区域、１９２箇所の山
地災害危険地区を北海道が指定し
ており、大雨の度にその警戒にあた
ります。 
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※土砂災害危険区域 
  急＝急傾斜地崩壊危険地域 
  土＝土石流危険渓流 
  地＝地すべり危険箇所 



04 白糠町の災害対策（洪水、浸水害） 

町内に2本の2級河川（茶路川と庶路川）が流れています。 

大雨になると河川から逆流しないように樋門を閉めてしまいます。そのために内水氾濫しない
よう、10年をかけて樋門の整備と河口９箇所に排水用ポンプを整備し、大雨・洪水警報発表の
際には、職員が稼働の操作を行っています。 

旧ＪＡポンプ場 

春日ポンプ場 

橋北ポンプ場 

鍛冶下ポンプ場 

鍛冶上ポンプ場 

植村ポンプ場 

庶路川河口 
ポンプ場 

恋問ポンプ場 
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05 白糠町の災害（平成5年 釧路沖地震） 

これまでは、消防団員招集に使
う有線の同報スピーカー13基を

使い、住民に防災情報を伝達し
ていました。 
 

○消防団緊急伝達システム 
 ※高さ１３メートル 

 ※音達範囲５００メートル 

 
平成５年に発生した釧路沖地震では、全壊2件、半壊3件、負傷者87人に上りました。 
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06 白糠町の地震・津波対策 

  （平成23年東日本大震災以後） 

○平成23年3月11日 東日本大震災。 
その甚大な被害を目の当たりにし、更に翌24年6月に北海道が公表した「津波浸水予
測図」をみて愕然としました。 
最大クラスの地震による津波高は１５．３ mから２２．４m。その浸水エリアは、市街地
をほぼ飲み込み、到達時間は、おおよそ３０分。 

 
○” 想定外を想定内に” ”逃げるが勝ち！” ” 自己責任で20分以内に避難する” 

これらのことを前提に様々な整備を進めてきました。 
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07 白糠町の地震・津波災害対策 

平成２３年の東日本大震災を契機に、津波
対策として新たに高台に津波指定避難場所
１５箇所を造成、非常用備蓄品の整備、学
校施設（庶路小学校、庶路中学校、庶路保
育園、庶路幼稚園、子育て支援センター）の
高台移転に加え、町内１３箇所に設置して
いた消防団緊急伝達システムを見直し、屋
外拡声局４０局を始めとする防災行政無線
（同報系）設備、潮位監視カメラ、一部、公共
施設に戸別受信機の整備を行ってきました。 

●高台の指定避難場所に 
 は備蓄品コンテナを整備 

●高台移転し建設中の庶路学園 

寝具 

 毛布 50 

 寝袋＋段ﾎﾞｰﾙﾍﾞｯﾄﾞ 20＋3 

 ﾄｲﾚ用簡易ﾃﾝﾄ 20 

 簡易ﾄｲﾚ(ﾄｲﾚ用便座) 2 

衛生

用品 

 ﾄｲﾚ袋(蓄尿・畜便用) 100 

 ﾎﾞｯｸｽﾃｨｯｼｭ 2 

 ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ 12 

 ﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ(ｵｲﾙ込) 1 

照明 

 投光器(ﾊﾛｹﾞﾝ灯300W)三脚ｺｰﾄﾞ入 1 

 ﾄﾞﾗﾑｺｰﾄﾞ(30ｍ) 1 

 小型発電機 1 

 屋外ﾃﾝﾄ 1 

暖房 

 屋外ｽﾄｰﾌﾞ 2 

(ﾗｲﾀｰ･たきつけ･おが炭13kg･ひばさみ2本） 2 

 薪(10kg入) 8 -7- 



08 白糠町の防災情報伝達（１） 

①防災行政無線（同報系）は、緊急を要する津波浸水エリアに整備。
（屋外拡声４０局） 
【課題】 
南北５０kmを網羅するだけの施設整備は財政負担が大きく、財源確保
が難しいため、山間部は未整備。屋内への音達不全の声もある。 
近年の住宅環境や気象状況によっては聞き取り難く、苦情を生じている 
 

②戸別受信機を町内要支援者利用施設、学校、不特定多数が利用す
る施設３１箇所に整備。 
【課題】 

同報系整備エリアへの整備を考慮したが、高額な整備費用及び運用費
用、電波の利得の悪さなどから限定的な整備となった。 
 
※ ①及び②の整備費用は、３億８５００万円（補助率５０％） 
※ 拡声子局：高さ１５メートル、音達範囲 ５００メートル 
 
 
※ 戸別受信機を全戸整備した場合 
（屋外用ポールアンテナ含む） 
（山間部用再送信局費用は含まない） 
  ＠８０，０００円×４，２００戸×１．０８＝３億６，２８８万円 
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09  白糠町の災害（平成28年8月台風災害） 
平成28年８月には、台風7号、11号、9号、10号と２週間の間に４つの台風が本町を襲い、
強風による停電をはじめ、７号、10号では茶路川が氾濫危険水位を超えました。 
建物の一部損壊、町道11路線、林道9路線、河川護岸決壊等の被害がありました。 

同じ台風被害を受けた道央や昨今の九州地方
のように、時間あたり50㎜や80㎜の降雨の直

撃を受けた場合、我が町はひとたまりもありま
せん。 

より一層、住民に避難してもらうために、瞬時に
伝達してもらうことが大きな課題となっています。 
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10 「防災無線」をとりまく現状 
 防災行政無線の整備は国のご理解とご協力により整備を進めてまいりました。 

○防災行政無線（屋外拡声）にも一長一短があります。 

 雨や強風などで気象条件により、聞こえづらい、聞こえないという声があります。 

 気密性の高い北海道の住宅で室内では、聞こえづらい、聞こえないという声がありま
す。 

 全町を網羅するには、人口の少ない山間部も整備することとなり、整備経費が膨大と
なります。戸別受信機の整備も同様です。 

○戸別受信機にも課題があります 

 住宅の機密性の高さや周波帯の特性から電波の利得が得られず、屋外アンテナの
施工が必要となり、整備には、高額な機器単体に更に費用がかかります。 

 戸別受信機は、屋外に居る方には放送を伝えることはできません。 
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白糠町の喫緊の課題は、 
防災行政無線（屋外拡声）だけでは情報伝達の対応は難しく、 

屋外も屋内も瞬時に確実に伝達する必要があります。 
そのためには、防災行政無線（屋外拡声）と戸別受信機の両方を整備し、 

防災行政を推進する必要があります。 




